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光 の 家
THE LIGHT HOUSE FOR THE BLIND
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起
き
よ
、
光
を
放
て
。
あ
な
た
の

光
が
臨
み
、
主
の
栄
光
が
あ
な
た

の
上
に
の
ぼ
っ
た
か
ら
。
見
よ
、

暗
き
は
地
を
お
お
い
、
や
み
は
も

ろ
も
ろ
の
民
を
お
お
う
。
し
か

し
、
あ
な
た
の
上
に
は
主
が
朝
日

の
ご
と
く
の
ぼ
ら
れ
、
主
の
栄
光

が
あ
な
た
の
上
に
あ
ら
わ
れ
る
。

イ
ザ
ヤ
書　

第
六
〇
章　

一
節
～
二
節

2026年元旦　光の家おせち料理

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
は
、
光
の

家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
開
設

と
い
う
大
き
な
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。

就
労
ホ
ー
ム
利
用
者
の
活
動
の
場
が

飛
躍
的
に
広
が
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
野
菜
工

場
栽
培
の
レ
タ
ス
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
地
域
の
方
へ
の
施

設
開
放
も
徐
々
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
役
職
員
一
同
、
社

会
か
ら
の
要
請
に
応
え
、
信
頼
さ
れ

る
福
祉
事
業
体
で
あ
り
た
い
と
、
気

持
ち
も
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
も
障
害
者
福
祉
と
地
域
福
祉
の
充

実
の
た
め
、
日
々
の
業
務
に
努
力
邁

進
す
る
所
存
で
す
。

何
卒
、
新
し
い
一
年
も
旧
年
同
様

に
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

た
く
、
併
せ
て
皆
様
方
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
八
年　

元
旦

�

社
会
福
祉
法
人　

東
京
光
の
家

�

理
事
長　

石
渡 

健
太
郎
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明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
人
東
京
光

の
家
「
評
議
員
」
と
し
て
選
任
さ
れ

拝
命
頂
き
ま
し
た
。（
令
和
七
年
六

月
二
十
一
日
～
令
和
十
一
年
度
）

こ
の
度
の
件
、「
光
バ
ン
ド
」
の

定
期
演
奏
会
で
行
事
の
お
手
伝
を
さ

せ
て
頂
く
だ
け
で
、
全
く
組
織
と
し

て
の
理
解
も
な
く
、
専
門
的
知
識
も

皆
無
の
状
況
で
拝
命
を
受
け
て
恐
縮

し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
東
京
光
の
家
と

の
関
わ
り
は
、
東
京
日
野
プ
ロ
バ
ス

ク
ラ
ブ
（
第
一
戦
を
退
い
た
六
十
歳

以
上
の
専
門
職
業
人
あ
る
い
は
実
業

人
た
ち
が
そ
の
豊
か
な
知
識
や
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
互
い
の
親
睦
を
図

り
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い

う
非
政
治
的
、
非
宗
教
的
、
非
営
利

的
な
団
体
）
の
地
域
奉
仕
委
員
会
の

活
動
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月

二
十
九
日
「
光
バ
ン
ド
」
の
「
愛
の

サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
か
ら
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
後
援
会
」
会
長

で
、「
東
京
日
野
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ
」

副
会
長
澤
田
研
二
氏
よ
り
お
誘
い
を

受
け
て
後
援
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
演
奏

会
で
、
自
ら
の
障
害
を
乗
り
越
え
て

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

姿
に
、
思
わ
ず
涙
が
出
て
き
た
感
動

は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
感
動

が
、
東
京
光
の
家
に
対
す
る
気
持
ち

の
原
点
で
す
。

現
在
、
東
京
光
の
家
の
行
事
に

対
し
て
は
「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」「
手
さ
ぐ
り
の
作
品
展
」

に
参
画
し
て
い
ま
す
。

一
過
性
の
一
社
会
福
祉
法
人
の
行

事
で
な
く
日
野
市
の
行
事
、
全
国
の

社
会
福
祉
法
人
の
行
事
と
し
て
、
集

客
を
含
め
て
認
知
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
日
野
市
立
小

学
校
全
児
童
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
を
聞
い
て
頂

く
こ
と
が
単
に
音
感
教
育
以
前
に
自

ら
の
障
害
を
乗
り
越
え
て
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
、
親

子
で
感
動
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
手
さ
ぐ
り
の
作
品
展
」
へ
の
参
画

は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
「
第

二
十
二
回
手
さ
ぐ
り
の
作
品
展
」で
す
。

以
前
に
も
別
の
紙
面
で
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、「
旅
」
を
テ
ー

マ
に
旅
行
先
で
の
体
験
を
基
に
制
作

さ
れ
た
作
品
を
、
初
め
て
拝
見
致
し

ま
し
た
。

そ
の
時
の
“
衝
撃
”
は
、
今
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
！　

そ
の
時
思
わ
ず
、

係
の
方
に
『
こ
の
作
品
の
制
作
者
は

本
当
に
、
全
盲
の
方
で
す
か
？
』
と

お
聞
き
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
“
芸
術

作
品
”
は
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に

見
て
頂
か
な
け
れ
ば
勿
体
な
い
！
…

と
の
思
い
が
「
多
摩
平
の
森
イ
オ
ン

モ
ー
ル
」
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
同
様
に
「
手
さ
ぐ
り
の
作
品
展
」

の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
、
地
域

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
教
育
長

辞
令
）
と
し
て
、
児
童
の
創
作
活
動

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

盲
重
複
障
害
者
の
自
立
支
援
を
念

頭
に
「
勇
気
」
と
「
希
望
」
と
「
感

動
」
を
与
え
る
姿
を
地
域
の
皆
様
に

伝
え
て
、
行
事
を
通
じ
て
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
光
の
家
は
、
社
会
貢
献
を
実

体
験
出
来
、
相
手
に
誇
り
を
持
っ
て

働
き
、
利
用
者
も
従
業
員
も
生
き
甲

斐
の
持
て
る
素
晴
ら
し
い
施
設
を
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
、ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー

を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
と
交
流
も
深
ま
り
利
用
者
拡

大
に
繋
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
東
京
光
の
家
評
議
員
と

し
て
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

評
議
員
の
拝
命
を
受
け
て

東
京
光
の
家
評
議
員
　
林
　
良
健
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寒
い
冬
の
朝
、
光
の
家
で
は
温
か

い
空
気
の
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
礼
拝
で
は
、
月
本
昭
男
先

生
に
記
念
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
聖
書
の
語
る
平
和
」。

月
本
先
生
ご
自
身
が
内
村
鑑
三
や
矢

内
原
忠
雄
か
ら
非
戦
の
思
想
や
戦
争

は
間
違
い
で
あ
る
と
学
ん
だ
事
か
ら
、

光
の
家
は
平
和
主
義
の
灯
を
掲
げ
、

平
和
の
砦
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

力
強
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
皆
さ
ま
お
待
ち
か
ね

の
会
食
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
と
、
カ
ナ
ン

か
ら
の
美
し
い
ケ
ー
キ
の
贈
り
物
に
、

笑
顔
溢
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
部
の
祝
会
。
最
初
に
聖
歌
隊

が
、
四
十
名
と
い
う
大
迫
力
の
編
成

で
、
美
し
い
歌
声
を
会
場
中
に
響
か

せ
ま
し
た
。
続
い
て
祝
会
発
表
が
初

と
な
る
就
労
ホ
ー
ム
の
ダ
ン
ス
。
会

場
フ
ロ
ア
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
た
発

表
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
新
生
園
に

よ
る
演
劇『
靴
屋
の
マ
ル
チ
ン
』。「
最

も
小
さ
い
者
」
を
大
切
に
し
た
マ
ル

チ
ン
と
神
様
の
出
会
い
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

弱
く
小
さ
い
私
た
ち
が
イ
エ
ス
様

と
出
会
い
、
光
の
家
を
平
和
を
愛
す

る
者
の
砦
と
し
て
守
っ
て
い
く
為
の

力
を
与
え
ら
れ
た
、
そ
う
思
え
た
時

間
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
委
員
長　

塚
田
光
子

～平和の砦である為に～

2025年クリスマス
2025年12月18日（木）

第１部「礼拝」月本先生講話

第２部「会食」講堂

第３部「祝会」新生園演劇　靴屋のマルチン

第３部「祝会」聖歌隊

第３部「祝会」就労ホームダンス

（3）



会報第235号 2026.1.1

「花やしき」のメリーゴーランドは楽しいなぁ～♪

「ラーメン博物館」でラーメン食べましたぁ～♪

夕照会で熱唱する利用者

防災協定先の皆さんによる避難訓練

日
帰
り
旅
行

日
帰
り
旅
行

就 労
ホーム

栄光園

期
間
：
十
一
月
六
日（
木
）

場
所
：
お
台
場
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・

	

浅
草
花
や
し
き

期
間
：
十
一
月
十
八
日（
火
）

場
所
：
新
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館

日
時
：
令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日（
火
）

地
域
と
の

総
合
防
災
訓
練

観
光
バ
ス
二
台
で
出
発
し
、
ま
ず

は
お
台
場
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
満
腹
に

な
っ
た
後
、
お
土
産
を
買
い
に
フ
ジ

テ
レ
ビ
に
向
か
い
ま
し
た
。
サ
ザ
エ

さ
ん
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ち
い
か
わ
等

の
大
人
気
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ

ズ
や
お
土
産
を
買
っ
て
大
満
足
！

そ
し
て
最
後
は
日
本
最
古
の
遊

園
地
で
あ
る
浅
草
「
花
や
し
き
」
で

す
。
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る
ロ
ー
ラ
ー

コ
ー
ス
タ
ー
、
園
内
を
空
か
ら
一
周

で
き
る
ス
カ
イ
シ
ッ
プ
、
定
番
の
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
お
化
け
屋
敷
等
、

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

栄
光
園
の
利
用
者
十
八
名
と
ヘ

ル
パ
ー
十
二
名
で
、
新
横
浜
に
あ
る

「
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
再
現
さ
れ
た
昭
和

の
夜
の
街
角
＝
夜
鳴
き
（
中
華
）
そ

ば
の
風
情
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
作
り
を
体
験
し
た
り
、
全
国
選

り
す
ぐ
り
の
ラ
ー
メ
ン
店
の
味
を
堪

能
し
て
過
ご
し
、
中
に
は
梯
子
す
る

猛
者
も
。
館
内
は
ど
こ
に
行
っ
て
も

写
真
映
え
す
る
ポ
イ
ン
ト
ば
か
り
で
、

秋
の
一
日
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

民
謡
指
導
で
長
年
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
藤
本
夕
照
先
生
が
主
催
さ
れ

て
い
る
夕
照
会
の
四
十
周
年
記
念
発

表
会
に
、光
の
家
神
愛
園
の
民
謡
サ
ー

ク
ル
と
、
光
の
家
新
生
園
の
髙
橋
正

秋
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。
日
野
煉

瓦
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
に
て
、
一
日

か
け
て
会
員
の
み
な
さ
ん
、
師
範
の

み
な
さ
ん
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
な
ど
が

次
々
と
唄
や
踊
り
な
ど
を
披
露
さ
れ
、

と
て
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
光
の
家
の
石
渡
理
事
長
も
登

壇
し
、
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

光
の
家
の
メ
ン
バ
ー
は
、実
に
堂
々

と
普
段
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、

と
て
も
良
い
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
光
の
家
で
は
、
毎
月
の
よ
う

に
防
災
訓
練
を
施
設
内
各
所
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
年
二
回
は
、
地
域
の

方
と
合
同
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
想
定
し
た
災
害
は
「
地

震
発
生
後
、新
生
園
に
て
火
災
発
生
」

と
い
う
も
の
で
、
災
害
発
生
後
、
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

「
旭
が
丘
一
丁
目
第
一
、二
、
富
士
見

会
自
治
会
」「
ト
ッ
パ
ン
メ
デ
ィ
ア
・

プ
リ
ン
テ
ッ
ク
」「
Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ジ
ャ
パ
ン
」
の
皆
様
に
応
援
を
要

請
し
、
施
設
か
ら
の
利
用
者
の
避
難

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

し
た
。
大
き
な
混
乱
も
な
く
無
事
に

訓
練
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕
照
会
四
十
周
年

記
念
発
表
会

日
時
：
令
和
七
年
十
一
月
八
日（
土
） 

場
所
：
日
野
煉
瓦
ホ
ー
ル（
日
野
市
民
会
館
）大
ホ
ー
ル

光の家
SDGs
活 動

光の家
SDGs
活 動

（4）
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光バンド演奏会 光バンド演奏会

日野市民生委員の皆さんの前で演奏しました♪

「東京国際フォーラム」の大舞台で演奏する光バンド

東京都知事感謝状 栗岡東京都副知事挨拶

日
野
市
の
民
生
委
員
、
児
童
委

員
約
百
二
十
名
が
一
堂
に
集
う
慰
労

会
が
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
野
市 

古
賀
市
長
も
来
場
し
、

盛
大
に
行
わ
れ
た
慰
労
会
で
し
た
が
、

こ
の
中
で
、光
バ
ン
ド
が
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
皆
さ
ん
へ
約
三
十
分
間

の
歓
迎
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
か

ら
お
返
し
に
素
敵
な
コ
ー
ラ
ス
を
い

た
だ
き
和
や
か
な
慰
労
会
と
な
り
ま

し
た
。

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
ホ
ー

ル
に
て
全
国
教
育
・
保
育
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
光
バ
ン
ド
の

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
時
間

は
約
三
十
分
、
三
曲
の
演
奏
披
露
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
参
加
さ

れ
た
幼
稚
園
保
育
園
関
係
の
方
々
に
、

光
バ
ン
ド
の
全
力
の
演
奏
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
光
の
家
が
、
法
人
職
員
・
利

用
者
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
共
同

募
金
運
動
に
携
わ
り
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
東
京
都
知
事

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

光バンド演奏会 光バンド演奏会

全
国
教
育
・

保
育
研
究
大
会

日
野
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員 

慰
労
会

東
京
都
知
事
感
謝
状

第
七
十
四
回
東
京
都
社
会
福
祉
大
会

日
時
：
令
和
七
年
十
一
月
十
四
日（
金
） 

場
所
：
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー

	

三
階
講
堂 

日
時
：
令
和
七
年
十
一
月
二
十
日（
木
） 

場
所
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ホ
ー
ル
A

	
（
東
京
・
有
楽
町
）

日
時
：
令
和
七
年
十
二
月
十
九
日（
金
）

場
所
：
都
庁
第
一
本
庁
舎
五
階
大
会
議
場

光の家栄光園新作業棟　完成予想図 光
の
家
栄
光
園
新
作
業
棟
の
建
設

工
事
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

場
所
は
平
山
通
り（
国
道
一
五
五
号
）

に
面
し
た
光
の
家
ワ
ー
ク
・
プ
レ
イ
セ

ン
タ
ー
の
隣
接
地
に
な
り
ま
す
。

令
和
七
年
十
二
月
九
日
に
は
現
地

で
起
工
式
が
厳
か
に
行
わ
れ
、
竣
工
予

定
は
令
和
九
年
二
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

光の家

栄光園

新作業棟

光の家
SDGs
活 動

光の家
SDGs
活 動

（5）



会報第235号 2026.1.1

新
年
の
抱
負

利
用
者
の
声

手芸のビーズ通しは楽しいなぁ～♪

缶バッチ作業にも慣れてきました！

動物のぬいぐるみに囲まれた仲門さん

LED 野菜工場でレタス作りをする宮田さん

私
は
来
年
も
手
芸
の
ビ
ー
ズ
通
し

で
、
色
の
組
み
合
わ
せ
や
形
を
工
夫

し
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
制
作
し
た
い
で

す
。
販
売
用
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
作
っ

て
い
る
の
で
、三
月
に
行
わ
れ
る
「
手

さ
ぐ
り
の
作
品
展
」
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

私
は
今
年
度
、
光
の
家
栄
光
園
に

入
所
し
ま
し
た
。
今
は
一
係
に
所
属

し
、
缶
バ
ッ
チ
の
ピ
ン
を
つ
け
る
作
業

や
、
封
入
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
が
痛
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
が
、
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
一
昨
年
の
暮
れ
か
ら
転
ぶ

こ
と
が
多
く
、
昨
年
も
怪
我
ば
か
り

の
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
痛
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
安
全

に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
動
物
の

ぬ
い
ぐ
る
み
と
生
活
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
子
た
ち
を
モ
デ
ル
に
作
業
で
ト

ル
コ
マ
ッ
ト
の
制
作
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
七
十
二
年
生
き
て
き

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
幸
せ
で
し

た
が
、
今
が
一
番
で
最
高
で
す
。

私
は
今
年
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
野
菜
工
場
の
仕
事
を
頑
張
り

た
い
で
す
。
早
く
新
し
い
仕
事
を
覚

え
て
、
お
い
し
い
レ
タ
ス
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。特
に
シ
ー

ラ
ー
作
業
（
レ
タ
ス
を
入
れ
た
袋
を

閉
じ
る
機
械
）
の
手
順
を
守
っ
て
す

す
め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
お
う

ち
で
は
、
家
事
の
お
手
伝
い
を
頑
張

り
ま
す
。
料
理
が
好
き
な
の
で
、
い

ろ
ん
な
料
理
が
作
れ
る
よ
う
に
覚
え

て
い
き
た
い
で
す
。

マ
ッ
ト
制
作

頑
張
り
ま
す
！仲

門 

芳
江

神愛園

素
敵
な
作
品

い
っ
ぱ
い
作
り
ま
す

河
村 

梢

新生園

元
気
に

過
ご
し
た
い
で
す
！

鴨
下 

里
恵

栄光園

新
た
な
挑
戦

宮
田 

絢
華

就労ホーム

（6）
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令
和
七
年
十
月
二
十
七
日
～

令
和
七
年
十
二
月
十
日

窓拭き掃除も頑張ってます！

是非、マッサージにお越し下さい！

僕
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
っ
て

も
う
す
ぐ
で
四
年
が
経
ち
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
シ
ー
ツ
交
換

や
掃
除
機
掛
け
、
食
器
洗
い
、
お
風

呂
の
準
備
等
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経

験
し
て
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
次
は
お
う
ち
で
も
や
っ

て
い
る
窓
拭
き
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
買
い
物
や
散
歩
に
職
員

さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
、
楽
し
く
生

活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

去
年
の
春
、
転
倒
し
て
腰
椎
を
圧

迫
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
腰
痛
で

大
変
な
一
年
で
し
た
。
骨
は
く
っ
つ
い

て
完
治
は
し
ま
し
た
が
筋
肉
が
落
ち
て

し
ま
っ
た
の
で
腰
痛
体
操
を
し
な
が
ら

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
痛
み
の
体
験
や
治
療
を
と
お

し
て
得
た
知
識
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か

か
り
に
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
に

生
か
し
て
、楽
に
な
っ
て
笑
顔
で
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
年
も
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

井
川 

寿
美
江 

様	

雑
巾	

一
九
〇
枚

河
村 

正 

様	

お
米	

六
〇
㎏

株
式
会
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
リ
ム 

代
表 

三
浦 

利
雄 

様 

　
　
　
　
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト	

一
六
房

井
川 

幸
雄 

様	

り
ん
ご	

二
〇
一
個

阿
久
津 

隆 

様	

柿	

一
〇
〇
個

浅
石 

常
勝 

様	

米	

二
九
㎏

鴨
下 

義 

様	

柿	

四
〇
〇
個

青
木 

信
利 

様	

り
ん
ご	

四
〇
個

佐
藤 

幸
則 

様	

り
ん
ご	

一
二
六
個

與
口 

千
津
子 

様	

み
か
ん 

		


一
〇
㎏
（
九
七
個
）

石
川 

紀
子 

様	

り
ん
ご	

七
二
個

※�

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
を

増
や
し
て
楽
し
い
生
活
を

石
田 

裕
也

グループホーム

体
験
を
と
お
し
て

中
島 

和
子

マッサージホーム

寄
付
者
名
簿

光の家鍼灸マッサージホーム
光の家ワークプレイセンター 3F 東京光の家内 自立支援センター 1F

○はり ○あんま・マッサージ・指圧

清潔な施術室と真心こめた仕事で、皆様の健康に奉仕させていただきます。

日野市旭が丘3-6-6ワークプレイセンター3F
（JR豊田駅北口徒歩約18分）
JR中央線豊田駅北口から京王バス「平山工業団地
循環」乗車９分

日野市旭が丘１-17-17
光の家障害者自立支援センター1階
（JR豊田駅北口徒歩約12分）

【受付時間】10：00 〜 16：00
【定  休  日】毎週土曜日・日曜日・祝日
【料  金  表】

【施術時間】	 9：00 〜 17：00
	 金曜日は 10：00 〜

【定  休  日】	 毎週水曜日
【料  金  表】施術時間 15分 30分 70分 100分

マッサージ 1,300円 2,500円 3,800円 5,000円

はり

施術時間 30分 70分 100分

マッサージ 2,500円 3,800円 5,000円

はり 4,000円

★毎月一日はサービス日 
　( 500円割引の日）
★サービス券発行
★日野市機能回復施術券受付
★駐車場有

【電話予約】
042 ｰ 581 ｰ 7109
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東京光の家ホームページ　https://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

童
謡
「
た
き
び
」
の
作
詞
者
の

巽
聖
歌
が
日
野
市
旭
が
丘
で
晩

年
を
過
ご
し
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
た
き
び

祭
」
に
、
今
年
も
参
加
致
し
ま
し

た
。
東
京
光
の
家
で
は
「
ひ
ま
わ

り
」
の
演
奏
や
軽
食
の
販
売
、
紙

漉
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
に
は
日
野
市
主
催
の
障

害
者
週
間
イ
ベ
ン
ト『「
い
っ
し
ょ

に
」
～
知
る
・
ふ
れ
る
・
理
解
を

深
め
る
～
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

市
内
の
小
・
中
学
生
が
福
祉
に
つ

い
て
学
ん
だ
成
果
を
発
表
す
る

発
表
会
や
、
市
内
の
障
害
者
施
設

に
よ
る
様
々
な
体
験
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京

光
の
家
で
は
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
点
字

体
験
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
等
を
行

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト

も
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
、
大
変

盛
況
で
し
た
。

「たきび祭」の「ひまわり」演奏

「たきび祭」で古賀日
野市長が光の家ブース
に来て下さいました！

障害者週間イベントで
点字体験中！（イオン
モール多摩平の森）

今
回
栄
光
園
新
作
業
棟
の
完
成

予
想
図
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
昨
年
令
和
七
年
十
二
月
に

栄
光
園
新
作
業
棟
の
「
起
工
式
」
を

行
い
ま
し
た
。
一
階
部
分
の
看
板
に

ｇ
ｌｏ
ｒｙ
（
栄
光
）
と
い
う
文
字
を

入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
栄
光
園
の
名

前
の
由
来
で
あ
る
聖
書
イ
ザ
ヤ
書
第

六
〇
章
「
主
の
栄
光（glory of the 

Lord

）が
あ
な
た
の
上
に
あ
ら
わ
れ

る
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
。
既

に
栄
光
園
の
利
用
者
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
ノ
ー
ト
名
も
「
ｇ
ｌ
ｏ
ｒ
ｙ
」

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
一
階

レ
ス
ト
ラ
ン
名
も
同
じ「ｇ
ｌｏ
ｒ
ｙ
」

に
す
る
予
定
で
す
。
栄
光
園
利
用
者

の
就
業
の
場
と
地
域
の
皆
様
と
の
交

流
の
場
が
更
に
広
が
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。
関
係
者
全
員
の
夢
を
乗
せ

て
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

�

（
広
報
活
動
委
員
）

あ
と
が
き

イベント参加

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
光
の
家
万
博
」。

大
阪
・
関
西
万
博
の
記
憶
も
新
し
い

今
、
利
用
者
の
豊
か
な
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
や
、
多

様
性
と
共
生
社
会
を
象
徴
す
る
作
品

の
数
々
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。
東
京

都
障
害
者
美
術
展
の
入
賞
作
品
を
は

じ
め
、
視
覚
障
害
の
あ
る
利
用
者
と

知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者
が
互
い
の

感
性
を
生
か
し
て
制
作
し
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
な
ど
、
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
を
多
数
展
示
。「
見
る
」
だ

け
で
な
く
、
手
に
触
れ
て
「
感
じ
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
た
、
あ
た
た
か
く

力
強
い
表
現
の
世
界
を
、
ぜ
ひ
会
場

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
三
月
六
日（
金
）〜
八
日（
日
）

会
場
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

手
さ
ぐ
り
の

作
品
展

手
さ
ぐ
り
の

作
品
展

第二十九回

光の家
SDGs
活 動

た
き
び
祭

令
和
七
年
十
二
月
六
日

旭
が
丘
中
央
公
園

障
害
者
週
間
イ
ベ
ン
ト 

「
い
っ
し
ょ
に
」

令
和
七
年
十
二
月
七
日

イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森

光の家
SDGs
活 動

光の家
SDGs
活 動
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